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生物の数理モデルと聞いた時に, 動物と植物, どちらのモデルを想像するだろうか ?今までの私の経験
では, 多くの人が動物のモデルをイメージする。「競争モデル」 と聞けば, 肉塊を取り合っている動物をイ
メージしながらモデルの解説を理解しているようである。植物も光合成をするために光を巡る激烈な競争
をしながら生きているのだが, それをリアルにイメージできる人はそう多くはない。一般的に言うと, 必要
な資源や生活様式, 能力が異なれば, 必然的にモデリングされる数式も, そこから得られる結果も異なるは
ずである。
そこで, このセッションでは高等植物に特有な現象に着目してきた自分の研究を通じて, 植物に特有な現

象が特有なモデル構造をもたらすことを三つの例で示した。このセッションでは, 講師から約 1時間半の解
説を受けながら, 参加者による論文紹介を絡め, 植物ならではのモデルを理解し, 逆に動物ならではのモデ
ルとの違いについて理解を深めた。植物の光合成を考慮したコストベネフィットモデルに関する文献, また
植物に特有な栄養繁殖の進化的意義について解析した文献について各 50分ずつレポーターからの講義を受
けた。

1. はじめに

2. 推移行列モデルとは ?

3. 推移行列モデル – 生活史戦略の進化への応用一

4. 論文紹介推移行列モデルー繁殖様式の進化の解析への応用一

5. 葉の寿命は何によって決まる ?
6. 論文紹介 落葉樹の葉寿命

第一章, 二章では, 推移行列モデルの歴史に始まり, モデルの生物学的意味を概説し, このモデルから得
られるさまざまな統計量と固有値・固有ベクトルの関係を示し, 感度分析・弾力性分析などの統計量につい
て解説を行った。第三章では. 行列要素が集団密度に依存している推移行列モデルににおける有用な定理に
ついて紹介し, 生活史の進化に応用する際に用いられる可能性を示した。 第四章では, 前章の事例として
繁殖回数の進化の数理的解析にどのように用いられるかを示すために, 参加者が関連の論文紹介を行った。
第五章では, 葉寿命の多様性がさまざまな生理学的条件や気候条件に依存している生物学的事実を紹介し,
葉寿命を光合成生産を有効におこなう最適戦略として考える手法について紹介した。第六章では, 最適戦
略論に基づき, 落葉性樹木の葉寿命の特性を解析した論文を参加者が紹介した。
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